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女
性
の
婚
礼
服
の
変
遷
に
つ
い
て
前
回
（
研
究
論
集
第
三
十
巻
）
は
、
上
代
よ

り
桃
山
期
ま
で
調
べ
て
み
た
が
、
本
論
は
江
戸
期
に
研
究
を
進
め
て
み
た
い
。
此

の
時
代
は
永
い
泰
平
の
世
に
伴
い
庶
民
の
経
済
力
も
強
大
と
な
り
、
産
業
も
発
達

し
服
飾
界
も
未
曽
有
の
発
展
を
遂
げ
た
。
即
ち
染
色
技
術
、
文
様
、
色
目
、
地
質

等
々
の
向
上
は
今
日
吾
々
が
見
て
も
目
を
見
張
る
豪
華
絢
燗
た
る
も
の
で
あ
る
。

勿
論
江
戸
三
〇
〇
年
の
永
い
間
に
は
、
時
代
に
よ
っ
て
そ
の
消
長
は
あ
っ
た
に
せ

よ
服
飾
文
化
は
、
婚
礼
衣
裳
の
発
展
に
寄
与
せ
し
は
言
を
挨
た
な
い
。

　
前
時
代
ま
で
は
皇
室
、
貴
族
、
武
家
の
婚
礼
服
に
止
め
て
お
い
た
が
、
本
論
江

戸
期
に
は
庶
民
の
婚
礼
服
及
び
染
織
、
文
様
に
言
及
し
た
い
。

本

江
戸
時
代

払百冊

　
慶
長
8
年
（
エ
ハ
〇
三
年
）
豊
臣
・
徳
川
の
関
ケ
原
の
合
戦
で
徳
川
の
勝
利
と

な
り
、
慶
長
1
8
年
（
一
六
＝
二
年
）
に
家
康
が
征
夷
大
将
軍
と
な
っ
て
江
戸
に
幕

府
を
開
い
た
。
そ
し
て
全
国
に
三
百
の
諸
侯
を
お
い
て
封
建
の
体
制
を
定
め
た
の

で
あ
る
。
即
ち
政
治
は
武
家
に
移
行
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
武
家
の
勢
力

は
増
大
し
、
は
て
は
斬
捨
御
免
の
乱
棒
な
特
権
を
持
つ
よ
う
に
な
り
一
般
民
衆
を

威
圧
し
た
が
、
一
方
民
衆
の
中
に
も
商
工
業
者
か
ら
は
富
豪
も
数
多
く
出
て
諸
大

名
を
凌
ぐ
力
を
得
、
時
に
は
会
計
を
援
け
た
。
し
か
し
農
民
は
昔
と
変
ら
ぬ
下
積

み
の
生
活
か
ら
起
ち
上
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。
徳
川
幕
府
は
儒
教
を
国
民
道
徳
の

基
本
と
し
て
、
足
利
氏
が
強
調
し
た
武
士
の
礼
道
を
尊
重
し
た
の
で
、
婚
礼
に
も

戦
国
時
代
の
複
雑
な
結
婚
様
式
は
衰
え
、
夫
婦
の
年
令
の
大
差
と
か
、
幼
少
の
結

婚
、
或
は
政
略
結
婚
の
如
き
も
減
少
し
て
い
っ
た
。
こ
の
時
代
を
仮
に
大
別
す
る

と
、
次
の
三
期
に
区
分
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
一
、
前
期
、
江
戸
開
府
の
慶
長
（
一
六
〇
三
年
）
か
ら
正
徳
（
一
七
一
五
年
）
ま
で
、

　
二
、
中
期
、
享
保
（
一
七
一
四
年
）
よ
り
安
永
（
一
七
八
○
年
）
ま
で
、

　
三
、
後
期
、
天
明
（
一
七
八
一
年
）
以
降
幕
末
慶
応
（
一
八
⊥
ハ
七
年
）
ま
で
、

で
あ
る
。
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江
戸
前
期
で
は
、
幕
府
創
業
当
初
の
意
気
軒
昂
な
風
潮
を
反
映
し
て
、
混
乱
と

窮
乏
の
中
か
ら
新
し
い
江
戸
文
化
が
芽
を
出
し
、
風
俗
も
混
迷
の
中
か
ら
町
人
の

実
力
が
次
第
に
育
っ
て
町
人
文
化
が
発
展
し
た
。
即
ち
民
衆
の
教
育
の
普
及
は
、

学
問
、
芸
術
が
大
衆
ま
で
浸
透
し
た
こ
と
、
生
活
様
式
が
上
昇
し
た
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
美
意
識
の
発
達
は
服
飾
の
発
展
を
招
来
し
、
従
来
の
貴
族
、
武
家
の
趣
味

と
異
な
り
、
絢
燗
妖
艶
を
好
ん
だ
。
文
様
は
慶
長
（
＝
ハ
〇
三
年
）
か
ら
寛
永
（
一

六
二
四
年
）
正
保
（
一
六
四
四
年
）
の
頃
ま
で
は
、
桃
山
時
代
の
好
み
が
惰
性
的

に
残
り
、
例
え
ば
摺
箔
、
縫
、
な
ど
を
全
面
に
施
し
て
布
地
の
見
え
ぬ
迄
精
巧
を

極
あ
た
所
謂
「
地
直
し
」
文
様
の
出
現
を
み
た
が
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
年
）

の
振
袖
の
火
事
は
、
一
時
服
飾
の
進
歩
を
は
ば
ん
だ
が
、
寛
文
（
一
六
六
一
年
）

か
ら
再
び
驕
者
な
り
、
そ
の
染
織
文
様
も
武
張
っ
た
も
の
、
奇
矯
な
も
の
が
好
ま

れ
、
華
麗
絢
燭
で
大
柄
な
も
の
が
流
行
し
た
。
右
肩
か
ら
裾
に
流
れ
る
寛
文
小
袖

の
流
行
は
、
武
家
や
富
裕
な
町
人
、
或
は
歌
舞
伎
役
者
た
ち
に
好
ま
れ
た
。
婚
礼

の
「
色
直
し
」
に
も
恐
ら
く
こ
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
充
分
推
察
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
う
ど

　
さ
て
婚
姻
に
は
昔
か
ら
の
流
れ
を
く
ん
だ
仲
入
が
目
立
っ
て
多
く
な
っ
て
き

た
。
そ
し
て
見
合
の
場
所
は
花
見
の
時
に
は
茶
店
、
又
は
芝
居
、
神
社
、
知
人
の

家
な
ど
で
行
わ
れ
た
の
は
現
今
と
大
差
な
い
。

　
結
婚
の
礼
式
は
、
一
般
は
武
家
婚
礼
式
が
採
用
さ
れ
、
宮
中
、
公
卿
堂
上
家
で

は
古
来
か
ら
の
平
安
朝
式
を
踏
襲
さ
れ
、
婚
礼
服
は
十
二
単
で
あ
る
。

　
即
ち
白
羽
二
重
の
小
袖
を
2
～
3
枚
重
ね
て
、
緋
の
袴
、
単
を
着
て
そ
の
上
に

五
領
の
桂
を
毛
ね
、
表
裏
無
地
の
紅
平
絹
の
打
衣
、
そ
し
て
表
着
を
着
て
唐
衣
、

裳
を
つ
け
た
。
（
十
二
単
に
つ
い
て
は
前
回
詳
述
し
た
。
）

　
武
家
の
場
合
大
名
の
姫
君
は
、
白
練
絹
の
袷
に
白
い
小
袖
を
重
ね
、
そ
の
上
に

紅
梅
模
様
又
は
縫
箔
何
れ
か
の
小
袖
を
着
て
、
白
い
細
帯
に
緋
の
袴
を
は
い
た
。

そ
し
て
打
掛
で
あ
る
。
打
掛
に
は
幸
菱
模
様
の
白
綾
の
小
袖
を
着
て
、
幸
菱
を
浮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
づ
き

織
に
し
た
白
綾
の
単
の
被
衣
を
頭
か
ら
覆
っ
た
。

　
さ
て
こ
の
時
代
に
な
る
と
武
家
、
民
間
の
婚
礼
で
は
花
嫁
の
服
装
は
、
だ
ん
だ

ん
と
上
流
か
ら
中
流
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
傾
向
が
あ
っ
て
、
共
通
の
こ
と
も
多
く
な

っ
て
き
た
。

「
課
題
記
」
に
は
、
『
嫁
は
練
の
白
小
袖
一
、
二
郎
そ
の
上
に
綾
の
白
小
袖
、
帯
、

共
に
白
の
幸
菱
で
、
そ
の
上
に
ま
た
白
幸
菱
の
小
袖
を
打
掛
と
し
た
。
ま
た
袷
も

下
に
白
い
袷
、
上
に
白
幸
菱
の
袷
、
下
げ
帯
で
階
子
の
時
は
、
麻
の
帷
子
を
略
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
づ
き

し
、
三
菱
ま
た
は
練
の
袷
、
或
は
単
物
、
頭
に
練
の
被
衣
を
着
、
髪
は
「
す
べ
ら

か
し
」
』
と
あ
る
。

　
そ
の
後
「
色
直
し
」
に
な
る
が
、
そ
れ
迄
は
厳
粛
な
結
婚
式
で
「
色
直
し
」
か

ら
は
祝
宴
に
入
る
の
で
、
婿
は
礼
服
を
ぬ
ぎ
、
花
嫁
は
今
迄
の
白
衣
を
ぬ
い
で
、

色
物
と
い
っ
て
赤
地
の
衣
服
に
改
め
る
故
「
色
直
し
」
の
名
が
あ
る
。
こ
の
色
物

は
婿
か
ら
嫁
へ
送
ら
れ
た
衣
服
で
、
紅
の
幸
菱
の
小
袖
一
重
と
帯
一
筋
を
広
蓋
に

の
せ
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
宴
会
が
今
日
の
婚
礼
と
異
っ
て
い
る
の

は
、
古
く
は
夫
婦
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
両
家
の
家
族
は
加
わ
ら
ず
、
舅
、
姑
、

兄
弟
の
盃
は
日
を
か
え
て
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
形
式
は
公
武
の
高
貴
な
家

だ
け
で
中
流
以
下
は
費
用
が
か
か
る
の
で
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
は
漸
次
な
く
な

り
形
式
が
変
っ
て
き
た
。

　
江
戸
中
期
に
な
る
と
自
信
に
満
ち
た
町
人
の
生
活
を
反
映
し
て
、
前
期
の
中
頃

か
ら
経
済
の
実
権
を
握
っ
た
町
人
が
、
自
分
た
ち
が
市
民
の
代
表
者
で
あ
る
こ
と
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を
自
覚
し
、
町
人
風
俗
を
独
自
の
立
場
で
確
立
し
た
の
が
こ
の
期
間
で
あ
る
。
中

期
の
風
俗
が
上
方
依
存
を
脱
し
て
江
戸
中
心
に
移
っ
た
。
例
え
ば
江
戸
浅
草
寺
蔵

前
に
住
ん
で
い
た
札
差
仲
間
た
ち
の
横
道
ぶ
り
は
、
元
禄
の
大
町
人
た
ち
と
は
別

の
野
性
さ
で
あ
り
、
江
戸
風
俗
の
多
種
多
様
、
艶
麗
無
比
な
風
俗
で
あ
っ
た
。
八

代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
時
代
（
一
七
六
四
年
）
に
は
吉
宗
の
武
道
奨
励
で
武
士
の
軟

弱
化
、
無
力
、
世
上
の
鼻
音
を
強
く
戒
め
、
享
保
9
年
（
一
七
二
二
年
）
倹
約
令

を
出
し
、
自
ら
範
を
示
し
て
木
綿
服
を
着
て
、
紺
足
袋
で
狩
を
し
た
り
、
多
く
の

御
殿
女
中
を
削
減
す
る
な
ど
し
節
約
を
図
っ
た
。
当
然
服
飾
界
も
節
約
ム
ー
ド
が

拡
が
り
、
大
模
様
が
衰
え
て
裾
模
様
が
お
こ
り
、
小
紋
が
流
行
し
た
が
、
次
の
元

文
（
一
七
三
六
年
）
に
は
豊
後
節
の
流
行
に
よ
り
、
男
子
は
又
も
や
漸
次
柔
弱
と

な
り
、
対
丈
の
長
羽
織
の
文
金
風
が
現
れ
た
。
婦
人
の
風
俗
も
「
当
世
虎
の
巻
」

と
い
う
洒
落
本
に
は

『
黒
天
鷲
絨
の
打
掛
、
程
よ
く
縫
い
せ
し
銀
糸
の
八
重
菊
、
着
つ
け
は
縫
な
き
浅

草
編
子
、
裏
に
は
金
々
べ
た
繍
の
車
菊
、
そ
し
て
下
に
重
ね
し
は
五
ツ
同
じ
白
地

無
垢
、
九
輪
菊
、
黄
菊
白
菊
、
か
ぶ
ら
菊
、
そ
の
色
々
の
菊
づ
く
し
、
一
足
毎
に

ひ
る
が
え
る
帯
は
、
も
え
た
つ
熟
々
緋
こ
れ
に
は
輪
菊
を
程
よ
く
縫
は
せ
柳
の
腰

を
か
が
や
か
す
」

　
と
あ
る
は
当
世
の
風
潮
を
窺
は
せ
る
も
の
で
あ
る
。
好
み
は
昔
の
悌
は
な
く
、

文
様
は
単
純
化
し
例
え
ば
、
菊
づ
く
し
と
い
っ
て
菊
の
種
類
を
集
あ
て
、
精
緻
な

考
案
に
手
を
抜
く
如
き
で
あ
る
。
裏
文
様
を
つ
け
た
り
、
裾
文
様
で
ご
ま
か
す
な

ど
、
意
匠
の
退
嬰
的
な
と
こ
ろ
も
、
充
分
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
享
保
頃
（
一
七
六
四
年
）
か
ら
婚
礼
式
も
新
し
く
変
っ
て
き
た
。
婚
礼
の
三
々

九
度
が
す
む
と
そ
の
夜
婿
、
嫁
の
相
方
が
集
ま
っ
て
宴
を
開
く
こ
と
も
享
保
（
一

　
　
　
　
　
　
女
性
の
婚
礼
服
の
変
遷

七
六
四
年
）
以
後
に
行
わ
れ
た
。
古
く
は
婚
礼
式
は
三
日
問
続
き
、
四
日
目
に
入

っ
て
祝
言
の
式
と
な
り
、
花
嫁
は
四
日
目
に
婚
礼
服
か
ら
色
を
変
え
た
服
装
と
な

っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
年
目
以
後
か
ら
は
益
々
変
化

し
て
、
花
嫁
も
必
ず
婿
へ
婿
の
「
色
直
し
」
の
衣
裳
を
贈
る
こ
と
に
な
っ
た
。
然

し
婿
の
「
色
直
し
」
が
果
し
て
当
時
行
な
わ
れ
た
も
の
か
、
又
ど
の
よ
う
な
衣
服

を
男
子
の
　
「
色
直
し
」
に
用
い
た
か
は
文
献
に
は
見
当
ら
な
い
。
が
祝
宴
用
に

「
色
直
し
」
の
衣
裳
が
贈
ら
れ
た
こ
と
は
、
二
百
年
余
前
の
明
和
（
一
七
六
四
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頃
に
そ
の
端
を
発
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
う
と
は
、
驚
き
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

砺製～1豪一蹴1一
図（風俗画報土107号抄出婚礼色直し

　
又
当
時
の
「
色
直

し
」
に
黒
縮
緬
紋
付
裾

文
様
の
着
物
を
着
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
現
在

の
婚
礼
服
が
、
大
体
明

和
頃
（
一
七
⊥
ハ
四
年
）

江
戸
中
期
に
起
っ
た
風

習
で
あ
る
こ
と
が
、
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　
江
戸
後
期
は
集
大
成

さ
れ
た
風
俗
の
洗
練
と
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花嫁の冠り物各種（江馬家蔵）

で
も
い
う
べ
く
落
ち
つ

い
た
心
境
が
後
期
の

風
俗
全
体
を
支
配
し
て

い
る
。
後
期
の
中
で
も

服
装
が
豪
奢
に
な
つ
の

は
十
一
代
将
軍
家
斉
の

天
明
（
一
七
八
一
年
）

寛
政
（
一
七
八
九
年
）

の
時
代
で
、
老
中
松
平

定
信
が
文
武
両
道
を
奨

励
し
た
が
、
そ
の
効
果

は
薄
く
婦
女
の
服
飾
が

ま
た
驕
奢
に
流
れ
、
享

和
（
一
八
〇
一
年
）
か

ら
文
化
（
一
八
〇
四

年
）
に
な
っ
て
服
飾
界

に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。

　
例
え
ば
文
人
画
、
南
画
の
流
行
に
よ
っ
て
衣
服
の
デ
ザ
イ
ン
に
文
人
画
風
南
画

を
そ
の
ま
ま
と
り
入
れ
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
前
期
ま
で
の
白
の
打
掛
に
も
及
ぼ
し

て
大
文
様
の
打
掛
が
「
色
直
し
」
に
用
い
ら
れ
る
風
潮
も
生
じ
た
。
文
化
（
一
八

〇
四
年
）
文
政
（
一
八
一
八
年
）
頃
に
は
縫
箔
小
袖
は
、
漸
次
裾
模
様
紋
付
と
な

り
、
黒
、
赤
、
白
の
三
枚
重
ね
の
衣
服
と
な
る
。
そ
し
て
後
に
は
「
色
直
し
」
の

裾
模
様
が
一
躍
し
て
婚
礼
服
と
な
っ
た
。
即
ち
花
嫁
の
「
色
直
し
」
の
略
装
が
盛

装
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。　

以
上
で
花
嫁
衣
裳
の
大
略

を
述
べ
た
。

　
さ
て
次
に
元
禄
（
＝
ハ
八

八
年
）
以
降
花
嫁
の
盛
装
の

折
、
必
ず
被
物
と
し
て
揚
帽

子
が
あ
る
。

　
揚
帽
子
は
大
名
以
下
は
下

げ
髪
で
あ
っ
た
が
、
後
に
結

髪
と
な
っ
た
。
被
衣
は
江
戸

初
期
か
ら
暫
時
す
た
っ
て
、

そ
れ
に
代
っ
て
練
絹
の
大
き

な
裂
を
ベ
ー
ル
の
よ
う
に
被

る
こ
と
が
生
じ
た
。
こ
れ
が

簡
略
化
さ
れ
た
の
が
練
帽
子

で
あ
る
。
な
ほ
練
帽
子
は
江

戸
中
期
に
は
綿
帽
子
を
使
用

し
た
も
の
も
あ
る
。
こ
の
綿

帽
子
が
縮
少
し
た
の
が
揚
帽

子
で
あ
る
。

　
江
戸
末
期
に
は
、
こ
の
綿

帽
子
を
裂
製
に
し
た
も
の

響勲記

協

ど

、

｛（／，ノ
ブ・bOp　

乙
二
『
・

　　綿　帽　子
（風俗研究第巻45抄出）　へ　ねり帽子（都風俗化粧傳抄出）揚帽子（都風俗化粧傳抄出）
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が
、
一
般
の
年
配
の
婦
人
が
外
出
の
折
、
髪
の
乱
れ
と
か
塵
よ
け
の
た
め
に
、
用

い
ら
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
が
、
昔
の
揚
帽
子
は
寒
い
う
帽
子
の
意
味
と
違
っ
て
別

の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
一
種
の
洒
落
用
と
で
も
い
う
べ
き
か
。
綿
帽
子
が
更
に
縮

少
し
て
揚
帽
子
が
生
れ
た
。
こ
れ
が
今
日
の
「
角
隠
し
」
で
あ
る
。
「
角
隠
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
が
い

の
名
種
は
種
々
の
説
が
あ
る
が
、
角
は
、
笄
の
こ
と
で
あ
る
。
と
江
馬
先
生
は
説

い
て
お
ら
れ
る
。

　
更
に
次
に
江
戸
時
代
の
染
織
、
の
変
遷
を
少
し
く
述
べ
て
み
た
い
。

　
江
戸
前
期
女
子
の
小
袖
の
地
質
に
は
、
羽
二
重
、
唐
織
（
金
欄
、
面
子
、
編
子
、

綾
、
錦
な
ど
そ
の
他
す
べ
て
支
那
よ
り
渡
来
せ
る
織
物
を
総
称
す
る
。
）
紗
織
（
緯
、
経
雑

本
絹
糸
又
は
玉
糸
を
生
の
ま
ま
、
或
は
練
絹
に
練
り
、
及
び
染
色
を
ほ
ど
こ
し
た
も
の
を
使

い
、
緯
糸
一
本
ご
と
に
か
ら
み
織
と
し
た
も
の
故
に
す
け
て
み
え
る
。
）
亀
綾
（
絹
織
物
の

一
つ
で
、
当
時
は
仙
台
鶴
岡
で
産
し
た
が
、
現
今
は
甚
だ
ま
れ
な
り
。
）
瓶
子
、
縮
緬
、

ぬ
め続

（
絹
織
物
の
一
つ
で
光
綾
子
、
滑
綾
子
、
と
も
か
く
朱
子
綾
、
紗
織
の
総
称
な
る
も
、
普

通
は
地
合
う
す
き
朱
子
織
に
て
、
天
和
年
間
京
都
西
陣
に
於
て
支
那
製
に
習
い
て
初
め
て
こ

れ
を
織
っ
た
。
ふ
く
さ
地
、
帽
子
裏
、
そ
の
他
装
飾
品
に
現
今
は
使
う
。
）
蛭
子
、
天
鷲

絨
、
鍛
子
、
編
珍
、
八
丈
（
一
匹
（
二
反
）
の
長
さ
八
丈
ず
つ
に
織
り
た
る
絹
織
物
を
八

丈
と
い
う
。
八
丈
島
で
織
る
八
丈
絹
の
概
称
、
色
合
は
黄
、
鳶
、
黒
、
が
多
く
黄
は
刈
安
の

草
木
染
で
あ
る
。
）
木
綿
、
縞
、
が
あ
り
夏
物
に
は
、
奈
良
縮
、
越
後
丈
布
、
絹
縮
、

明
石
縮
な
ど
が
あ
る
。

　
礼
服
と
し
て
は
主
に
里
子
が
使
用
さ
れ
た
。

　
中
期
に
は
、
お
召
、
海
黄
、
亀
綾
、
丹
後
縮
、
帷
子
に
は
明
石
縮
、
越
後
縮
、

綿
、
麻
布
、
が
用
い
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
女
性
の
婚
礼
服
の
変
遷

　
後
期
で
は
縮
緬
、
申
文
（
羽
二
重
に
似
て
や
や
太
き
糸
を
使
用
し
た
絹
織
物
、
平
織
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
し
も

れ
ど
も
小
紋
用
を
織
り
出
し
た
も
の
も
あ
る
。
　
こ
の
時
代
は
裸
地
に
も
使
用
し
た
。
）

　
縞
物
に
縮
緬
、
糸
織
は
（
絹
織
物
の
一
つ
。
絹
糸
織
の
略
、
京
都
に
て
平
御
召
と
い

う
。
練
染
糸
を
用
い
た
る
平
織
の
縞
、
耕
物
置
は
無
地
物
。
）
南
部
縞
縮
緬
が
あ
り
、
略

　
　
　
　
　
　
　
お
う
め

服
に
は
、
紬
縞
、
青
梅
（
青
梅
は
武
州
青
梅
附
近
よ
り
織
出
せ
る
故
に
、
こ
の
名
あ
り
。

初
め
は
絹
糸
と
綿
糸
の
交
織
と
な
る
が
、
明
治
に
至
り
て
双
子
縞
、
柾
木
双
子
な
ど
の
名
称

が
あ
る
。
）

　
玉
紬
（
絹
織
物
の
壁
糸
織
の
柄
物
。
）
銘
仙
な
ど
を
着
用
し
、
平
常
に
は
松
坂
河
内

木
綿
、
結
城
縞
、
耕
に
は
越
後
耕
、
薩
摩
耕
、
が
あ
り
、
帷
子
に
は
奈
良
晒
、
越

後
縮
、
数
寄
屋
縞
に
紹
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
晴
着
に
は
、
縮
緬
、
龍
紋
の
小
紋
を
用
い
た
が
、
裾
文
様
を
つ
く
る
の
も
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
な
こ

た
。
又
縞
も
用
い
ら
れ
縞
縮
緬
、
上
田
縞
、
結
城
縞
縮
緬
、
魚
子
（
絹
織
物
の
一

種
で
、
織
目
密
に
斜
に
行
き
ち
が
い
、
魚
の
子
の
状
を
な
す
も
の
。
）
が
あ
っ
た
。

　
略
服
に
は
紬
縞
、
青
梅
、
玉
紬
、
銘
仙
、
が
用
い
ら
れ
た
。
後
期
も
終
り
に
な

る
と
薩
摩
耕
が
流
行
し
た
。

　
女
子
の
晴
れ
衣
裳
は
、
そ
の
色
と
文
様
が
生
命
で
あ
る
が
、
次
に
文
様
を
大
略

述
べ
る
。

　
文
様
に
は
規
劃
文
様
の
外
、
植
物
、
動
物
、
器
物
、
建
造
物
、
自
然
界
、
人
物

文
様
や
文
字
文
様
が
あ
る
が
、
特
に
桃
山
時
代
の
意
匠
は
、
雄
大
豪
快
で
華
麗
で

あ
っ
て
そ
の
文
様
の
性
質
、
配
置
に
は
、
同
一
文
様
を
反
復
し
た
も
の
と
か
、
上

と
下
の
文
様
が
別
個
の
図
柄
で
あ
る
と
か
、
斜
に
文
様
が
両
分
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
境
目
に
松
皮
菱
を
用
い
る
な
ど
が
多
い
。
又
各
種
の
文
様
が
大
小
精
粗
雑
然

と
し
て
散
乱
し
、
統
一
の
つ
か
な
い
も
の
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
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女
性
の
婚
礼
服
の
変
遷

　
江
戸
時
代
に
入
る
と
前
述
の
桃
山
時
代
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
各
種
を
含
め
て

文
様
の
構
成
は
一
そ
う
巧
妙
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
規
制
有
機
文
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
う
ろ
こ

に
は
直
線
文
様
の
縞
、
格
子
、
菱
、
石
畳
、
三
豊
（
三
角
の
模
様
が
三
つ
あ
る
も
の
）

亀
甲
、
三
重
裡
、
麻
の
葉
、
な
ど
や
、
曲
線
文
様
の
円
、
二
重
円
、
九
曜
（
紋
所

の
名
、
中
央
に
単
な
る
星
を
置
き
、
周
囲
に
八
個
の
小
学
を
附
し
た
る
も
の
）
車
、
楕
円
、

立
涌
な
ど
が
あ
り
、
複
雑
な
も
の
に
は
臥
蝶
（
狩
衣
な
ど
に
用
い
る
文
様
）
鳥
山
（
指

貫
に
用
ふ
文
様
）
藤
の
丸
（
公
卿
指
貫
に
よ
く
あ
る
文
様
）
立
葵
な
ど
が
あ
っ
て
、
す

べ
て
左
右
均
等
の
文
様
で
あ
る
。

　
植
物
に
は
松
竹
梅
、
桜
、
鉄
線
、
す
み
れ
、
橘
、
桐
、
菊
、
紅
葉
な
ど
が
あ

る
。

　
人
間
に
は
漁
夫
、
牧
童
、
唐
子
（
中
国
人
の
子
供
の
文
様
）
仙
人
、

　
動
物
に
は
鳳
團
、
鶴
亀
、
千
鳥
、
蝶
、
鹿
子
な
ど
が
あ
る
。

　
器
物
は
鎧
、
羽
子
板
、
枕
、
筆
、
額
、
扇
、
な
ど
が
あ
る
。

　
又
建
造
物
に
は
楼
閣
、
垣
橋
、
船
車
、
な
ど
が
あ
り
、
自
然
界
で
は
、
山
、

水
、
海
、
岸
、
州
浜
、
電
雷
、
な
ど
文
字
は
朗
詠
集
な
ど
の
詩
や
歌
な
ど
が
文
様

と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
桃
山
時
代
の
雑
然
と
し
て
統
一
の
な
い
文
様
は
、
慶
長

頃
ま
で
延
長
さ
れ
、
寛
永
（
一
六
二
一
二
年
）
に
は
梢
ミ
統
一
さ
れ
て
来
た
。
　
寛
文

（一

Z
六
一
年
）
頃
に
は
文
様
の
大
き
さ
は
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
り
、
直
径
一
尺

　
　（

・
m
7
C
）
余
の
丸
文
様
も
あ
っ
た
。
　
し
か
し
元
禄
（
一
六
八
八
年
）
頃
か
ら
は
次
第

　
3

に
小
さ
く
な
っ
た
。
そ
し
て
裾
文
様
と
か
、
襟
、
征
、
褄
に
文
様
の
あ
る
も
の
、

裏
文
様
等
々
は
前
述
し
た
。

　
又
文
様
に
は
俳
優
や
町
人
か
ら
流
行
し
た
も
の
も
多
い
。
名
優
佐
野
川
市
松
に

よ
る
市
松
文
様
、
市
村
亀
蔵
か
ら
の
亀
蔵
小
紋
（
渦
巻
）
、
中
村
伝
九
郎
の
伝
九

郎
染
（
た
て
よ
こ
の
縞
物
ら
し
い
？
）
嵐
小
六
の
小
六
染
（
横
に
雨
の
ふ
り
し
も
の
）
又

町
人
か
ら
起
っ
た
も
の
で
は
、
三
井
親
和
の
親
和
染
（
親
和
の
書
）
江
戸
三
十
間

堀
の
材
木
屋
和
泉
屋
勘
助
の
太
申
染
（
太
田
の
文
字
の
文
様
）
な
ど
が
あ
る
。

　
世
に
い
う
御
所
ど
き
や
江
戸
ど
き
と
は
、
末
期
に
大
名
の
奥
方
の
衣
服
な
ど
が

多
く
払
下
げ
ら
れ
、
古
着
屋
が
そ
の
衣
服
を
表
裏
別
々
に
解
い
た
の
で
、
御
殿
女

中
式
の
繍
子
縮
緬
綾
な
ど
大
形
の
草
花
、
蝶
な
ど
に
業
平
菱
、
立
涌
な
ど
有
織
文

様
の
あ
る
の
を
江
戸
で
解
い
た
の
で
江
戸
ど
き
と
い
い
、
之
に
反
し
て
京
都
の
御

所
系
統
の
も
の
を
御
所
ど
き
と
い
っ
て
、
こ
れ
ら
は
庶
民
に
迎
さ
れ
た
。
こ
れ
に

は
定
紋
は
な
か
っ
た
。

　
江
戸
後
期
文
化
（
一
八
〇
四
年
）
、
文
政
（
一
八
一
八
年
）
頃
か
ら
天
保
（
一
八
三

〇
年
）
に
か
け
て
清
楚
な
趣
味
、
渋
好
み
と
な
り
、
表
面
は
木
綿
を
使
い
な
が
ら
、

裏
に
は
上
質
の
羽
二
重
を
別
に
眺
え
て
染
め
た
り
、
ひ
い
き
の
画
師
に
画
を
か
か

せ
た
り
し
て
、
目
に
見
え
な
い
ぜ
い
沢
を
し
た
の
が
、
後
期
の
通
人
の
好
み
で
あ

っ
た
。
中
期
の
華
美
に
対
す
る
反
動
も
大
き
か
っ
た
の
で
、
絢
燗
と
か
華
美
と
い

っ
た
好
み
を
超
越
し
た
、
表
面
素
朴
に
見
え
る
趣
味
の
底
に
、
無
比
の
技
巧
を
隠

し
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
又
小
袖
の
地
質
、
文
様
に
よ
っ
て
も
そ
の
衣
服
の

品
位
と
用
途
が
異
り
、
男
女
を
通
じ
て
無
地
紋
付
を
最
も
上
品
と
し
て
礼
服
と

し
、
次
に
小
紋
を
中
礼
服
に
、
縞
を
平
常
用
、
耕
は
更
に
平
常
用
の
略
が
あ
っ

た
。　

以
上
は
大
体
武
家
階
層
、
及
び
庶
民
の
上
層
部
を
対
象
に
述
べ
て
み
た
が
、
底

辺
の
人
と
か
地
方
の
婚
礼
服
に
は
ふ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
人
達
は
特
別
に
婚
礼

衣
裳
と
い
う
も
の
を
新
調
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
彼
女
ら
と
し
て
の
晴
着
を
用
い
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た
よ
う
で
あ
る
。
式
の
形
式
も
真
、
行
、
草
の
部
に
即
し
て
簡
略
そ
の
も
の
で
あ

っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
風
俗
画
報
一
〇
七
号
に
よ
っ
て
も
相
像
が
つ
く
。

結

び

　
以
上
江
戸
時
代
に
於
け
る
女
性
の
婚
礼
服
と
、
晴
着
と
し
て
着
用
さ
れ
た
小
袖

の
染
織
、
文
様
の
特
色
を
、
前
期
、
中
期
、
後
期
に
わ
け
て
調
ら
べ
て
み
た
。

　
婚
礼
服
は
江
戸
時
代
は
、
鎌
倉
、
室
町
時
代
か
ら
の
風
が
続
き
、
上
流
階
級
で

は
女
性
は
白
か
、
紅
梅
の
綿
入
れ
に
、
縫
、
又
は
箔
の
白
い
幸
菱
の
小
袖
に
同
じ

白
の
打
掛
を
着
た
よ
う
で
あ
る
。
又
「
色
直
し
」
は
江
戸
時
代
迄
は
、
前
述
の
よ

う
に
婚
礼
式
当
夜
か
ら
四
日
目
に
な
っ
て
、
白
の
小
袖
を
色
模
様
の
服
に
着
替
え

た
が
、
婚
礼
の
式
が
終
っ
て
色
模
様
に
着
替
え
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か

ら
で
あ
る
。

　
婚
礼
服
や
晴
着
に
着
用
さ
れ
る
小
袖
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
な

っ
て
女
子
は
十
二
単
が
次
第
に
式
服
化
さ
れ
、
日
常
衣
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
、
下
着

で
あ
っ
た
白
の
小
袖
が
次
第
に
彩
色
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
表
衣
化
し
て
き
た

が
、
武
士
が
社
会
の
中
心
勢
力
を
得
る
と
、
彼
ら
が
常
用
し
て
い
た
庶
民
的
な
小

袖
衣
が
、
染
織
方
法
を
と
り
い
れ
、
内
容
形
式
共
に
社
会
的
地
位
を
確
立
し
、
小

袖
が
晴
衣
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
打
掛
な
ど
の
正
装
形
式
を
成
立
し

た
。
一
方
室
町
時
代
に
は
大
陸
の
染
織
技
術
が
輸
入
さ
れ
、
小
袖
に
縫
箔
、
摺
箔
、

絞
染
な
ど
の
技
術
も
応
用
さ
れ
て
、
桃
山
時
代
に
は
絢
燗
な
衣
裳
と
な
っ
た
。
そ

し
て
江
戸
時
代
更
に
友
禅
染
が
発
達
し
て
、
そ
れ
迄
限
定
さ
れ
て
い
た
色
の
範
囲

が
拡
大
さ
れ
て
、
文
様
と
色
彩
と
が
融
合
し
て
、
染
色
美
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
　
女
性
の
婚
礼
服
の
変
遷

り
、
小
袖
模
様
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
後
期
に
は
そ
の
文
様
は
帯
を
境

に
し
て
、
上
下
に
文
様
連
絡
を
置
い
て
い
た
も
の
が
下
方
に
移
動
し
て
、
裾
模
様

と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
江
戸
時
代
は
、
武
士
か
ら
町
人
の

文
化
が
発
達
し
、
服
装
の
色
彩
、
染
織
、
文
様
な
ど
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。

現
在
の
婚
礼
の
式
や
服
装
の
形
式
も
そ
の
基
は
江
戸
時
代
に
起
っ
た
風
習
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
と
共
に
、
そ
の
時
代
の
政
治
や
文
化
の
社
会
的
な
影
響
が
服
装
を

除
々
に
変
化
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
を
、
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
次
回
は
機
会
が
あ
れ

ば
、
明
治
、
大
正
、
現
代
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
み
た
い
と
思
う
。
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女
陸
の
婚
礼
服
の
変
遷

（風俗研究第507号抄出）式遠軽の真

（宝文庫抄出）式講読の
ノー

仔

風俗画報第ユ07号抄出（民衆婚礼式）の結婚式（そう）草
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小袖の文様

女
性
の
婚
礼
服
の
変
遷

白紛子地松竹梅文字縫箔小袖（元蘇頃）

纏麟欝㌦ミ．

艦響、
聴

鞭

　　　　　とじやく
匹田鹿子流水杜若文様振袖

白続地松竹梅鶴文様小袖（婚礼衣裳） 薄に表装軸文様小袖（江戸中期）

　　　　あざみ
紫地流水爾文様友禅小袖
　　　（裾文様の実現）

標色論子地唐子遊文様小袖紋付　四季草花文様描友禅振袖（論子打掛）
　（加賀友禅裾文様文人画）　　　　　　（近世名裳図録抄出）
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